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	講演の概要

　大気のCO2濃度は、産業革命以前は300ppmを下回っていたが、化石燃料の利用の結果増加し、現在は390ppmに達しようとしている。また、今世紀末には500〜1000ppmに達するのではないかと危惧されている。地球の炭素循環においてCO2を固定できるのはほぼ植物の光合成だけであり、植物の高CO2応答の理解は植物学のみならず地球環境科学の観点からも重要である。

　生物の環境応答は時間スケールによって異なる。CO2上昇は短期的（秒〜時間）には光合成速度を促進する。さらに長期間（日〜月）高CO2環境にさらされると、植物の光合成能力はしばしば減少してしまう（ダウンレギュレーション）ことなどが知られている。さらに長期間（年〜世紀）の環境変化は、種組成の変化（遷移）や集団中の遺伝子頻度の変化（進化）を引き起こすかもしれないが、そのような変化が起こるのかは明らかではない。

　天然CO2噴出地は、火山性ガスが地下水などに含まれて地上に噴出する場所であり、周囲の生態系は長期間高CO2濃度にさらされていた可能性がある。したがってCO2噴出地は世代をまたぐような長期間の高CO2応答を研究する上で有用であると期待される。我々は東北地方を中心に有用と期待されるCO2噴出地をいくつか発見し、現地の植物の調査や、共通圃場実験を行ってきた。共通圃場実験では、高CO2環境に分布する植物が高CO2環境に適応しているのではないか、との仮説を立て、複数のCO2噴出地から高CO2域と通常CO2域の植物個体または種子を採取して同一環境で育成し、様々な性質を比較している。これまでに、複数のCO2噴出地由来のオオバコにおいて、地上部/地下部比、気孔コンダクタンス、気孔のサイズなどにCO2噴出地間で比較的共通した違いが見いだされており、高CO2環境への進化を示唆する結果を得ている。本セミナーでは近年得られた結果を紹介したい。
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